
ファミリーカーショップは約35年前に可児市で誕生しました。創設者の
「地域の方と家族のような絆でつながりたい」という思いが社名に込められ
ています。現在は登録済未使用軽自動車の販売や車検・板金・自動車保険を
取り扱っており、地域の方やお客さまにとって、なくてはならない自動車販
売店を目指しています。
親子連れのお客さまが多いため、悩んでいる子どもたちやその保護者に少

しでも知っていただくきっかけになればと思い、いじめ防止協力事業所への
参加を申し込みました。具体的には店内にポスター・ステッカーを貼ったり、
チラシを設置したりして、いじめ防止を呼び掛けています。
これからも、未来を担う大切な子どもたちがのびのびと暮らせる地域づく

りのために、この活動を続けていきたいと思います。活動を通じて、子ども
たちの未来を守る大人が増えていくことを願っています。

●㈱ファミリーカーショップ（瀬田）

問合先　人づくり課

このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。
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古代、日本に仏教が伝来して以降、各地で多くの仏像が作られてきました。

市内にも平安時代の仏像がいくつか受け継がれています。

その一つが、無量寺（二野）に伝わる大日如来坐像です。平安時代中期～

後期に作られた、高さ66.5cmの木造仏です。寄木造りで、黒漆で仕上げた

跡が残っています。仏の知恵を示す智
ち
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を両手で結び、足を組んで座って

います。

大日如来は仏の知恵を民衆に授け、深い慈悲を広めるとされています。穏

やかで優しい顔立ちやふくよかで丸味のある体部は、平穏を与えてくれるよ

うです。

この像は県重要文化財に指定され、現在は可児郷土歴史館に保管、展示さ

れています。

受け継がれる平安仏

木造大日如来坐像

Vol.29

慢性腎臓病（CKD）とは、腎臓の働きが悪くなる病気で、腎臓

の機能が正常時の60％未満になる、または慢性的にタンパク尿が

出る状態です。日本では成人の８人に１人がこの状態にあると推

計されており、新たな国民病ともいわれています。

慢性腎臓病の初期は自覚症状がほとんどありません。目のまわ

りや足のむくみ、疲れやすい、夜間の尿の量が増えるなどの自覚

症状が現れるころにはすでに病気がかなり進行している場合が多

いといわれています。腎臓はある程度まで悪くなってしまうと、

元の正常な状態に回復することはほとんどありません。さらに症

状が悪化すると人工透析や腎移植が必要になる場合もあります。

健康診断で血液検査・尿検査を受け、腎臓の機能が低下していな

いか確認し、早期発見に努めましょう。

また慢性腎臓病は、加齢の他に肥満、高血圧、糖尿病、脂質異

常症などの生活習慣病やメタボリックシンドロームと深い関わり

があります。慢性腎臓病を予防するために、減塩食を中心とした

バランスの良い食事の摂取や適度な運動、禁煙を心掛けましょう。

慢性腎臓病を予防しよう

問合先　文化財課

問合先　健康増進課
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